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プログラム名　　　　　　　　　　　　　　　　　
４、海岸の漂着物調べ　　　　　　　　　　　　
学習指導要領との関連　　　　　　　　　　　　　：海岸の漂着物
	小学校
低学年
	生活
	１、指導計画の作成に当たっては，次の事項に配慮するものとする。（１）自分と地域の人々，社会及び自然とのかかわりが具体的に把握できるような学習活動を行うこととし，校外での活動を積極的に取り入れること。


プログラムのねらい
〇海岸に流れ着く漂着物を分別することにより、ゴミ問題について考える。
プログラムの内容
海岸に流れ着いた流木や海藻などの自然のものと人間が捨てたゴミを拾って海岸の清掃を行う。分別した漂着物から海岸のゴミ問題について考える。
おすすめポイント
清掃ボランティア活動により働くことのよさを知り、同時に海岸のゴミ問題が学べる。
関係機関の活用
〇市町村の環境共生課
　＊ごみ回収依頼については、事前に要相談。
学習指導案

海岸の漂着物調べ  小学校低学年　「生活」
プログラムの位置づけと活用方法

単元の中での活用
小学校低学年　生活→環境学習として活用
学習指導要領のねらい
具体的な活動や体験を通して，自分と身近な人々，社会及び自然とのかかわり関心をもち，自分自身や自分の生活について考えさせるとともに，その過程において生活上必要な習慣や技能を身につけさせ，自立への基礎を養う。

使用教材
１）軍手
２）チリバサミ
３）分別用ゴミ袋
４）映像記録機器（デジタルカメラ、デジタルビデオ）
５）参考ホームページ

　　漂着物学会：http://www.drift-japan.net/
漂着物回収時の注意点：（上記ホームページ内）“ドンブラッコ”講座
漂着物の種類判別：（同）ビーチコーミング入門
授業の展開
小学校低学年　生活「環境」
本時１時間
	時
間
	学習の内容と活動
	学習支援（●）と評価（○）
	備考（使用教材等）

	１
時
間
	・漂着物を集める時の安全面や分別方法につて聞く。
・自然に流れてきた漂着物やゴミを分別して集める。
・みんなで拾った漂着物の内容を確認する。
・自然に流れてきた漂着物なのか人が捨てた漂着物なのかを発表する。


	●漂着物を集める時の安全面や分別の方法について説明する。
（＊漂着したプラスティックボトルなどの容器の中に危険な薬品が入っている場合があるので、液体の入ったボトルなどには十分注意することを説明する）
●分別用のゴミ袋を指定して設置する。
●集団における自己の役割を考え、働くことができているか確認する。
●あまり波打ち際に行かないように注意を与え、ガラスの破片等でケガがないように気をつけて行動観察をする。
参考：ビーチコーミング入門
●集合させて分別した漂着物の中身を確認して示す。

（ゴミ以外は学校に持ち帰り漂着物を確認することも有効である）
参考：“ドンブラッコ”講座
●ゴミはどうすればいいのか、自然環境を守るのはどうしたらいいのかを投げかける。
	・軍手
・チリバサミ

・分別用ゴミ袋
・映像記録機器
（デジタルカメラ、デジタルビデオ）




プログラム活用の工夫
生活において「環境」についての学習活動として活用するように想定しているが、校外学習や遠足時、親子行事において海岸を昼食場所とするときに取り組むのも有効的である。また、活動場所を限定せず川や山などに広げてみるのもよい。
資料
海岸の漂着物
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